


「校長先生に、
ぜひ
見て欲しいものが
あるんです。」

（４年の学級担任の先生）



それは、
学級の児童が、
土曜日、
本郷台駅前の
「あーすぷらざ」に

友達３人と
行った時のことを
書いたノートでした。



そのノートには、
学校で
ユニセフ募金をしたので、
もっと調べてみようと

「あーすぷらざ」に

行ったことが
書かれていました。



世界中の国々の
栄養状態を示す

SDGsのコーナーで、

ガイドさんに教わりながら、

SDGs（エス・ディー・ジーズ）は
「Sustainable Development Goals（持続
可能な開発目標）」の略称。2015年の国連
総会で採択され、2030年の達成を目指す世
界目標。17の大きな目標と169の具体策で
構成されている。



どこの国が大変なのかを
比較しながら、

学ぶことができたことなどが、
イラスト付きで
しっかりと書かれていました。



そして、
ノートの最後には、

「ユニセフ募金をして、

たくさんの人達に
会えなくても

気持ちが届いて欲しい。」



「そして、
大人になったら、
看護師になって、
少しでも
多くの人を救って
ボランティアも
してみたい。」と

書かれていたのでした。









































子どもたちは、
今の時代を鋭く感じ取りながら、

自己と向き合い、
常に未来に生きています。






